
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所在地：愛知県名古屋市 

業 種：運輸業 

社員数：男性604名 女性 220名（H28.9 月末現在） 

 

 

○ 労働時間制度 

・ 業務が多種多様で船舶の入出港による波動性等もあり、各個人の裁量に任せる部分が多いため

に、営業を含む事務職員の勤務時間についてはコアタイムなしのフレックスタイム制度（標準

となる１日の労働時間は８時間）を採用している。 

 

○ ２０１１年度以降に行った取組について 

 （１）時間外労働時間削減に向けての取組 

・ 最も時間外労働が多い社員であっても、２か月連続で時間外労働が５０時間を超えないように

目標を立てた。そして、２か月連続で５０時間を超えた場合には本人の対策書に所属長がコメ

ントを付けて提出させるとともに、人事部の判断で３者面談を実施し目標が達成できるよう指

導を行った。 

・ 部署ごとに、個人別の時間外労働のデータ集計表を作成して所属長に周知させるとともに、１

か月の中で各個人の時間外労働が４０時間となった時点で所属長にアラートメールを送り、上

司から本人への注意喚起を行うことで、時間外労働の増加を抑制している。 

・ 時間外労働の月平均が6０時間を超えた社員を対象にして、半期ごとに本人・所属長・人事で

の３者面談を行い、時間外労働を削減するよう指導している。 

・ ノー残業デーは、個人毎に月４回設定したうえで、実行できたのが２回以下の社員に対しては、

積極的に実行するよう意識付けるため、所属長を通して報告書を提出するようにしている。 

 

取組の概要 

    愛知の「働き方改革」取組事例  

    名港海運株式会社 
 

 

当社は名古屋港を中心に港湾運送事業を生業とした、輸出入に係わる貨物を主に取り扱う総合物流企業

です。 

従業員が働き易い環境・雰囲気をつくることが、結果的に港という公共的な使命を持つ「公器」を預か

る企業として、作業品質の向上を図り、顧客の信頼を得ることにつながると考えています。 

その考えから、労働時間に対する意識改革に取り組むことで生産性向上を図っています。 

 

 トップメッセージ・取組の目的 

 

 



 

 

 

 

 

（２）年次有給休暇取得促進の取組 

・ 入社と同時に１０日の年次有給休暇を付与する制度となっている。半日単位の年次有給休暇制

度もあり、昨年までは年間１０回を限度に取得可能にしていたが、２０１６年度より年間２０

回まで取得できるよう変更した。 

・ 年次有給休暇を取得しやすい社内風土を構築するため、まずは上司自ら積極的に取得するよう

指示している。そのうえで、３か月に１回も年次有給休暇を取得していない役職者に対しては

人事部が本人に直接取得を促すようにした。 

 

○ 育児休業等の現状について 

・ 現在までに延べ１１４名（すべて女性）が育児休業を取得し、そのうち８６名が現在も在職中

である。男性社員に対しては、制度の周知を行うことで今後の取得につなげている。 

・ 所定労働時間の短縮措置については、現在１２名が１日６時間の労働時間で働いている。 

 

 

○ 積極的に働き方改革を行ってきた結果、以前は会社全体で月間の平均残業時間が30時間を超え

ていたが、２０１４年度は１７時間２０分、２０１５年度は１５時間といった具合に大幅に減少

することができた。 

○ ノー残業デーは、９5％以上の社員が月に３回実行できている。 

 

 

 

現状とこれまでの取組の効果 

 

取組の概要 


